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多文化体験プログラム
多文化体験プログラム
仁短祭でのロッキーナ先生との交流と
ロッキーナ先生と「Englishであそぼう」講座
仁愛女子短期大学　生活科学学科生活情報専攻　松川　葵・宮川　奈緒美
　　仁愛女子短期大学 講師　野本　尚美
　私たちは、秋の仁短祭に、英語ネイティブスピーカーの
ロッキーナ先生を迎え、先生に仁短祭をご案内してまわ
りました。
　ロッキーナ先生にお会いする前の私たちは、「英語な
んて話せない！」ととても緊張していました。しかし、いざ
お会いしてみると、先生は英語が苦手な私たちにも分か
りやすい簡単な英語で話しかけてくださり、私たちのつ
たない英語にも熱心に耳を傾けてくださいました。ロッ
キーナ先生との触れ合いのなかで、私たちは先生がとて
も気さくで優しい方であることを感じました。
　先生と私たちは、前半の三十分間は模擬店などをまわ
り、後半の三十分間は茶道部のお茶会でお茶とお菓子を
いただきました。模擬店をまわっている際、私たちのクラ
スメイトがメインステージにて競技をしているのを見て、
ロッキーナ先生に「Those are my classmates!」と伝える
と、先生は私たちと一緒に応援をしてくださいました。お
茶の席では、今勉強していることや、自分たちの家族のこ
と、そして将来のことなど、たくさんのお話をさせてもらい
ました。その中でいろいろなアドバイスもいただき、とても
充実した時間となりました。
　今回のロッキーナ先生との交流のなかで、私たちは貴
重な経験をさせてもらい、それにともなった自信を身に付
けることができたと感じています。最初は与えられた一時
間がとても不安でした。一時間も英語でコミュニケーショ
ンをとることができるのだろうか、自分たちの案内で楽し
いと感じてくださるのだろうか、と心配でした。しかし、先
生にお会いしてすぐに、そんな心配は無用だったことが
分かりました。長いと感じていた一時間はあっという間に
過ぎてしまい、むしろ時間が足りないほどでした。最後に
はありがとう、と先生がおっしゃってくださったので、私た
ちもとても満足した気持ちで別れることができました。今
回の経験は、普段の教室での授業に加えて、さらにネイ
ティブの方とも英語で会話ができるという自信と、もっと
話したい、そのために知識をもっとつけたい、という意欲
に繋がったと感じます。
ロッキーナ先生との交流（お茶会）
「Englishであそぼう」講座
　平成26年度多文化体験プログラムの一環として、子ど
も向けのアトラクションを集めた「じんあいこどものく
に」内で、ロッキーナ先生に「Englishであそぼう」講座を
ご担当いただきました。午前と午後の2回、30分間の講
座の中で、英語を使ったゲームやリズム遊び、絵本の読
み聞かせなどの多彩な活動を通して、お子様も保護者の
方 も々一緒に楽しんでいただくことができました。今後も
このような企画を通して、より多くの方々に異文化に対す
る理解や興味を深めていただければと思います。
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仁愛女子短期大学 講師　香月　拓
日時 ： 1月17日（土）10:00～13:00
団体 ： 仁愛女子短期大学 おもちゃサークル
内容 ： 「おもちゃであそぼう」
　本学のおもちゃサークルは、身近にある素材を使用し
たおもちゃ作りや市販のおもちゃで遊ぶという活動をし
ています。そのような活動をしていく中で、2014年度おも
ちゃサークルの集大成として、「おもちゃであそぼう」とい
うイベントを「ふく+」にて開催しました。
　このイベントは、「ふく＋」内におもちゃで遊ぶスペ スー
とおもちゃを手作りするスペ スーを設けて、子どもたちと
学生たちが触れ合うことを目的としたものです。学生たち
は秋頃からこのイベントに向けて、おもちゃ作りや壁面作
りなど少しずつ準備を始めてきました。
　おもちゃで遊ぶスペ スーには、市販のおもちゃだけでな
く、紙コップ人形や箱カメラといった学生たちの手作りお
もちゃもたくさん並びました。おもちゃを手作りするスペー
スでは、ブンブンごまと紙コップロケットを作れるように
下準備をしたのですが、子どもたちには紙コップロケット
が人気でした。
　イベント当日はあいにくの雪模様でしたが、アオッサ子
育て支援室の方々に協力していただき、なんとか開催す
ることができました。しかし、宣伝が足りず来場者数が少
なかったので、そこは改善していきたいと思います。
　「ふく＋」でイベントを開催することで、参加した学生た
ちは、自分たちで考えたアイデアを形にする楽しさや大変
さを実感したのではないでしょうか。さらに、「どのような
おもちゃに子どもたちは興味を持つのか」、「一緒におも
ちゃを工作する際にはどのような点に注意すればよいの
か」などを考える良い機会になったと思います。そして何
より子どもたちと関わることができて楽しそうでした。今
後もこのようなイベントで「ふく＋」を活用していきたいと
思います。
遊びに来てくれた子どもたちはたくさんのおもちゃに囲まれて
夢中で遊んでいました。
子どもたちは、自分のロケットに思い思いの絵を描いて飛ばし
ていました。
福井市まちづくりセンター 「ふく＋」 の活用
